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ＮＯ．321 令和 7年 9月号 

 

児童センターＨＰ 

住 所：諏訪市小和田 19－3 いきいき元気館 2Ｆ 

☎ 0266-54-7714   Fax 0266-54-7724   

Ｅメール：sjidou@city.suwa.lg.jp  
 

開館時間：9：00～19：00  8/15 9:00～17:00 
ランチタイム：11：20～12：50 

休館日：月曜日、年末年始（12 月 29 日～1月 3日） 

 

８月 

10 月予告 

 

あおげ！あおげ！ 

 

お友達を誘って、遊びに来てね。 

【児童センターで遊べるもの】 

ドッジボール、サッカー、バスケットボール、 

ソフトバレー、バドミントンなどの他に、 

ニュースポーツの道具も貸し出しています。 

静かに遊びたい人は、卓上ゲームもあるよ。 

OYASAIさがし！！ 

 

 

 ある日、17時までドッジボールだけで予約が埋まっていたので、「ドッジボールをやりたい人たち全員で全面使って

やったらどうかな？」と提案したところ、それに賛同した５年生が呼びかけ、るんるん・わいわいひろばを全部使い、

全面ドッジボールをしました。学年の枠を超え、1年生から 6年生までが大張り切り。はじめはやらないといっていた

子たちもその様子を見て続々と仲間に入り、総勢３６人。大盛り上がりで、帰る時間まで楽しんでいました。 

 

「いたっボール」は相手の投げたボールに当たらないよう陣地の壁に隠れながら、 

すきを見て相手チームの棒を倒すゲームです。 

廊下の壁に紹介の掲示をしたところ最初に興味を示したのは小学５年生。ルールの説 

明をして様子を見ていると、初めのうちは警戒してなかなか自分の陣地から出られず、 

壁に隠れています。でも何人か飛び出すとボールが飛び交い乱戦が始まります。 

「あー、当たっちゃった。」「そっちいける！走って走って!」と様々な歓声も飛び交い、さらに盛りあがっていきます。 

その様子を見ていた中学３年生の男子から、「面白そう」「やってみたい！」との声が上がります。いざ始まるとさすがは

中学生男子、ダイナミックにゲームが進みます。ルールも自分たちでアレンジしてより楽しめるように工夫をしていました。

それを見た中学３年生の女子も「私たちもやってみようよ!」とワーワー、キャーキャー、と歓声を上げてゲームを楽しみ、

帰る時間ギリギリまで何度も延長していました。 

他の人の楽しそうな姿を見て、「やってみよう。」「やってみたい。」という興味の渦が、利用者の中に広がっていく様子が

見られてうれしく思いました。「いたっボール」は、投げること、素早く走ること、うまく隠れること、仲間にボールを渡す

ことなどそれぞれの得意なことを生かして戦えます。また、仲間の間で連携しないとうまくいかないため、お互いコミュニ

ケーションを自然と取るようになります。運動要素だけではない「いたっボール」に、ぜひ挑戦しに来てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うちわをあおいで 10 枚のカードを 20

秒間でひっくり返す挑戦です。夏休み中

ということもあり 71 人チャレンジして

くれました。 

練習では一振りでほとんどのカードが

ひっくり返ったので、自信満々で本番に

臨んだのに、一枚だけひっくり返らない

カードがあり焦ってあおぐうちに、せっ

かくひっくり返ったカードが元に戻って

しまい時間切れでがっくり。ひとつのカ

ードにこだわるとなかなかパーフェクト

になりません。みんな、あと少し！と 

あきらめず毎日のように挑 

戦してくれました。 

 

スリッパ飛ばし！ 

9 月 

月替わりの工作は、音がなったり動いたりと楽しく遊べ、また季節を感じられるも

のを提供しています。工作は子どもたちがハサミやセロハンテープ、のりなどを使

い、自分の手でじっくり作れるようなキットにしています。 

遊びの待ち時間に工作する小学生や保護者に手伝ってもらいながら挑戦する

幼児。どの子もいろんな工夫があって感心します。一人でできそうな所は手を出さ

ず見守ってあげることで、できあがった時に子どもたちの達成感につながります。

できあがった作品を受付まで持って来て嬉しそうに見せてくれるのは、幼児も小学

生も同じです。その笑顔が嬉しいです。 

 

9 月の工作 

「どうぶつカスタネット」と「ぱくぱくきょうりゅう」 


